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PPG グローバル贈収賄禁止ポリシー

概要
	60 ヶ国以上で操業する世界的な会社である PPG は、法律に従ったビジネス経営のため、数々の法や規制に従う必要があります。 これらの法と規制で批判されるのは、民間会社、および民間会社と政府組織の間で管理する賄賂および腐敗です。 さらに、PPG の国際倫理規範は、当社のすべての業務取引において、常に正直で倫理的に行動するという意図と義務を明確にしています。

	これらの要件を認識して、またこの取り組みを明確に示すために PPG は、PPG Industries, Inc.（「PPG」）および世界中で完全に所有または管理する関連会社（以下「関連会社」）に適用される、このグローバル汚職防止ポリシー（「ポリシー」）を作成しました。 このポリシーは、世界中で展開されている厳格な賄賂防止および汚職防止法に従うため、行動を管理する必要がある国際的な倫理規範を構築し、基準と原則を明確に強化します。

	賄賂防止および汚職防止法は、現在 PPG が営業するすべての国に存在しています。 このトピックを管理する法と規制は、米国海外不正行為防止法、英国贈収賄防止法、および中国刑法を含みます。 これらの法には多少の違いがあっても、これらはすべて国際市場での汚職を排除し、国際市場における誠実性で国民の信頼を回復し、ビジネスを実行する中で、公平性と競合性のある取引環境を促進するために採用されています。

義務
このポリシーの中核は、PPG の国際的な倫理規範の汚職防止セクションに反映されます。
PPG は、すべての国でのすべてのビジネス取引で、賄賂および汚職を禁止しています。このポリシーは、PPG および民間企業間、または PPG および政府組織間関係なく、PPG およびその他の団体とのすべての取引に適用されます。特に厳格な禁止は、不適切に政府役員に影響を及ぼす任意の努力に適用され、通常の商業活動に従事している政府所有または管理対象の人員を含みます。 

この汚職防止ポリシーのもとで支払いに関する明確な義務は、以下のとおりです。
PPG 社員および仲介業者は、法人または個人で、不適切に契約、ビジネス、政府の承認、税法上の優遇措置または通関規則、または不適切なビジネス利益の保証を取得または保持するため、賄賂の作成、提供、受領、支払いまたは価値のあるものは禁止されています。 賄賂、裏金、およびその他非合法または倫理に反する支払いまたは利益は、PPG が営業する国または業界のその他の会社によって慣行で一般的に提供されるものであっても、禁止されています。

加えて、これらの法および規制の多くは、資金が賄賂または非合法な支払いに使用されることを防ぐ、内部管理および会計実務の設定と同様の重要な義務を会社に課します。 適切な救済策が講じられることができるように、どのような矛盾も明確にするように、会社の会計が維持されることが重要です。

これらの要件を考慮に入れて、当社のポリシーは以下のとおりです。
PPG は、会社の取引を正確かつ公正に反映し、適切に内部会計管理を維持した帳簿および記録を保持します。 帳簿および記録は、正確に会社の取引を反映して資産を使用するため、合理的な詳細レベルで保持される必要があります。 仲介業者または民間企業、外国政府、または関連職員に関する帳簿に載らない取引は、このポリシーを侵害しています。 当社の内部会計管理は、PPG 社会計管理者マニュアルに詳細が記載されています。

ガイダンス
実際に、以下の点に関して慎重に確認し、完全に理解する必要があります。
· 支払いの価値。 「価値のあるもの」は幅広い項目を含みます。 一般的な例は、現金、贈答品、食事、接待、株、個人財産、借金の肩代わりまたは免除、慈善寄付およびサービス。 項目の「価値」が小額だとしても、潜在的に違反の可能性があり、避ける必要があります。

· 提供の有効性。 多くの国では法の下で、支払いまたは賄賂の提示を断られても、PPG は違反したことになります。 また、支払いが実際に行なわれたかどうか、また受取人が実際に何もしなかった場合でも、関係ありません。 違反は、不適切な提供または支払いが行われた瞬間に発生します。

· 政府組織/民間企業。 当社のポリシーは、PPG と政府組織に加えて、PPG および商業パートナーとの間の賄賂または汚職を禁止しています。 しかし、特定の法では国内または外国政府の公務員への賄賂および支払いのみを綿密に調査します。 これらの法は、相当な罰金と罰を科します。 多くの国では、政府が PPG が取引を行うことを決めた会社の一部の所有権を持っている場合があります。 会社が排他的に個人のベンチャー、またはあるレベルの政府所有権を持っているかどうかが、必ずしも明白だとは限らないため、PPG がどんな組織にも不適切な賄賂または支払いを提供しないことがさらに重要になります。 

· 代理人およびその他仲介業者の利用。 製品とサービスの販売を支援するために、PPG は多くの国々で販売代理店(時に販売代理人と呼ばれる)に依存しています。 代理人が賄賂や支払いをこれらのタイプの仲介業者に支払うことが禁止されていることを理解することが重要です。 PPG は、代理店または副代理店の 1つが、PPG の見込み客または既存客に非合法な支払いまたは賄賂を提供したり受け取った場合には、責任を負います。 同様に、PPG が支払いが顧客または政府組織に不適切な目的で利益をもたらすと知っている、または強く信じている場合、不適切な支払いまたは賄賂は、顧客、または政府組織によって雇用されている人の友人や親戚に贈ることはできません。

代理店と仲介業者を利用する場合、代理店または仲介業者が従事するビジネスの目的を明確にすることが重要です。 当社は、ともにビジネスを行っている相手を常に知っている必要があり、それらの組織が PPG の指示に基づいて行動する場合、倫理的に、またこのポリシー、適用法に従ってビジネスを行うことを保証しなければなりません。当社は、相互関係の期間、これらの代理人と仲介者の最初の選択、および取引中の誠実性を確認するために利用される内部プロセスを作成しました。

また、ベンチャー パートナー、買収候補、およびその代表代理人と代理人を選択するときにも、同様のレベルの誠実性を適用する必要があります。 PPG は以下のことを怠った場合、買収した会社または合弁会社のパートナーが遂行した不適切な行動に責任を問われる場合があります。(i) 潜在的な危険領域の注意深く、タイムリーな見直しの遂行 (ii) 組織での効率的な遵守プログラムの履行 (iii) 不適切な行動を停止する。

· 払い戻し、検認および割引。 多くの会社と同様に、PPG は、商業契約の交渉の一環として契約またはビジネスを締結または保持するため、払い戻し、検認、および同様の支払いまたは割引を行う場合があります。 それらが契約において明確に記載され、合理的かつ SBU の現在の慣行に従ったもので、現金で支払われず、法務部門の承認なしで任意の個人あるいは他のサード パーティに対して、またはそれらを通じて支払われるものではなく、顧客組織に直接支払われ、適切に当社の帳簿と記録の中で説明され、もしくは契約要件に一致する場合、これらの支払いは「不適切」ではありません。

· 賄賂の防止。 一部の司法管轄では、従業員または販売代理店によって当社の代理として行われた贈賄を防止しない場合、PPG に刑事有罪判決を下される可能性があります。 代理店の場合、会社の誰かが賄賂についての実際の知識を持っていたかどうかに関わらず、責任を負わされる場合があります。

· 贈答品、食事、旅行、接待。 実際には、顧客、サプライヤーおよび他の取引先企業に政党で適切な贈答品、食事、接待を提供することが、好意および肯定的なビジネス関係を構築するのに有用であることは理解されます。 多くの文化圏で、適度な贈答品は、取引先企業間でしばしば期待されます。

しかし、この種の過度なまたは不適切な内容またはサービスは許可されていません。 会社接待、旅行、贈答品、接待および食事は、その場につりあい、受け取り側の場所の国の PPG のポリシー、法および規制に従っている必要があります。 たとえば、PPG 生産、研究またはその他の施設を正当な事業目的で訪問する顧客の出張費用を賄うことは適切で受け取り可能ですが、警戒が必要です。 訪問期間は事業目的を満たすための所要時間と釣り合っている必要があり、出張費用は適切で、実際の出張関連費用のみを対象に賄う必要があります。 出張の延長、ショッピング、サービスなど、関係のないコストは顧客自身が支払う必要があります。 

加えて、費用を負担した接待、旅行、贈答品、および食事の一部として行われた活動は透明である必要があります。これは、会計担当者がこれらの費用と活動の証拠として、関係した人の名前、明確な業務目的を識別し、活動を説明し、使われた金額を記述する必要があります。 

· 慈善支出。 良き企業人として、PPGは PPG Industries Foundation およびグローバルな寄付金プログラムによって、世界中の資格のある慈善団体への定期的で寛大な貢献をします。 多くの従業員が驚きますが、寄付金は、賄賂防止または汚職防止法および規制に違反する危険を示す可能性があります。

寄付金が政府公務員または業務上のパートナーの直接の依頼、示唆あるいは推薦で寄付される場合、危険が発生します。 そのような組織への支払いは、「契約、ビジネス、政府の承認、税法上の優遇措置または通関ルールを得るまたは保持するまたは他の不適切なビジネス上の有利な点も確保する」するための間接的な賄賂と考えられる可能性があります。 PPG とその子会社を代表する寄付は、Corporate Global Social Responsibility のエグゼクティブダイレクターまたは Global Charitable Contributions Program Regional Contributions Committee の会長および適宜、PPG 法務部門と相談の上行われる必要があります。 

1. 政治的な寄付。PPG の法人としての社会参加には、政府公務員との建設的な取り組み関係の構築と維持が含まれています。 PPG は地域法の要件の中で、また米国における PPG 政府関係部門の承認に基づいて、会社が認めた方法で政治的な候補者を支援します。慈善団体への寄付金にある危険と同様に、献金が政府公務員または業務上のパートナーの直接の依頼、示唆あるいは推薦で政治家候補または政党にもたらされる場合、明瞭な懸念があります。 従業員が政府公務員に米国での自発的な個人の広報活動の寄付金以外に支払いを行うように依頼された場合は、米国の PPG の政府関係部門に連絡を取る必要があります。 米国外の広報活動あるいは政府公務員に対し寄付などを求められたる従業員も、PPG 政府関係部門に確認する必要があります。

結果
[bookmark: _GoBack]	このポリシーおよび汚職防止および賄賂防止法および規制の違反では、会社と個人を含む両方に、大きな刑事・民事上の処罰が科せられる場合があります。 これらの規制の潜在的な違反の兆候さえも回避するように常に行動することが重要です。特定の法律では罰金は無制限で、数百万ドルを頻繁に超える場合があります。 個人の刑事罰は、個人の罰金に加えて、10 年以上の刑期になる場合があり、PPG は代わりに支払うことができません。

	このポリシーまたはこれらの法や規制の違反は、違反者の解雇を含む、会社による懲戒処分という結果になる可能性もあります。


監視と確認
	SBU 管理は、PPG のポリシーおよびすべての適用法令に従い、そのビジネスが世界中で推敲されることを保証するために管理を設定する責任があります。 PPG の企業監査サービスは、このポリシーと関連手順および参考文献として載せられた法および規制への、従業員の遵守を定期的にに監視し確認します。 

レポート
	このポリシーあるいはこれらの法および規制の違反を疑う、または知っている PPG およびその子会社のいかなる取締役、役員あるいは従業員も、下に示されたその他のリソース、あるいは PPG の機密の匿名の「倫理学ホットライン」によって PPG のコンプライアンス担当最高責任者に報告する必要があります。

リソース
このポリシーまたは参考文献として載せられた法および規制に関して質問がある場合は、以下にご連絡ください。
· PPG コンプライアンス担当最高責任者– 米国（+1.412.434.320）
· PPG シニア V.P. および法務担当– 米国（+1.412.434.2516）
· PPG 地域担当:
· 法務担当 – アジア太平洋（+852.2860.4569）
· 法務担当 – EMEA（+41.21.822.3011）
· 法およびコンプライアンス担当ダイレクター– 南米（+55.19.2103.6273）
· PPG 上級相談役、コンプライアンス（米国コンプライアンス/U.S. FCPA）（+1.412.434.2434）
· PPG 上級法務担当（英国コンプライアンス/英国賄賂防止法）（+44.1924.35.4895）
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